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平成２７年度 学識経験者による議会基本条例の評価結果に伴う対応 

 

① 議会基本条例の現状 

・今後の課題は、評価結果の公開のあり方とそれを次年度の議会全体としての取り組み

にどのようにつなげていくかという道筋を作ることである。議会運営委員会などで重要

な課題の一つとして、取り上げていただきたい。 

 

 

今後の対応 

 

・様々な観点から基本条例の主旨を踏まえ、議会全体として取り組んでい

く。 

 

 

 

 

②情報公開 

評 価 対 象 （１）ＨＰの活用（第５、７、１８条） 

評 価 結 果 

①「市民の声を聴く会」で出た意見の整理の仕方を考える必要がある。 

②ＨＰにある情報を一覧にしたページ（サイトマップ）の作成などを検討

すべきである。 

③行政視察報告は、所感にとどめず、それをどのように議会活動、政策提

言・実現へとつなげていったのかがわかる内容を検討すべきである。 

④政務活動費の公開については、検討する余地がある。インターネット上

での公開が求められる。 

 

 

今後の対応 

 

①今後、広聴広報委員会で協議する。 

②今後、広聴広報委員会で協議する。 

③今後、検討する。 

④収支報告書をＨＰへ公開する。政務活動に関する領収書も条例改正して

早期に公開を目指す。 

 

 

評 価 対 象 （２）議会広報紙の活用（第７条） 

評 価 結 果 

①他議会の事例を参考にしながら、より見てもらえる、市民の意見が出る

「議会だより」の作成が求められる。 

 

 

今後の対応 

 

① 広聴広報委員会で検討する。 
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評 価 対 象 （３）市民意見の収集 

評 価 結 果 

①広聴広報活動の一環として、市民意見の収集があるが、どの方法がより

効果的なのかを見極める必要がある。 

 

 

今後の対応 

 

①広聴広報委員会で検討する。 

 

 

 

 

 

③住民参加 

評 価 対 象 （１）「市民の声を聴く会」（第７条） 

評 価 結 果 

①新しいあり方を構築する方向で検討すべきである。 

②より多様な市民の参加と意見を出しやすい仕組み作りが求められる。 

③ターゲットをある程度絞った各種団体との意見交換の場を設定すること

も検討する必要がある。 

④座談会形式の議会報告会を試行的に実施することを検討する必要があ

る。 

⑤「まちづくり」のあり方を共に考える場など、住民との協働型スタイル

に移行する必要がある。 

 

 

今後の対応 

 

①～⑤広聴広報委員会で検討する。 

 

 

 

④議会機能の強化 

評 価 対 象 （１）政策立案機能（第３条） 

評 価 結 果 
①議員（もしくは委員会）提出による政策型条例を制定すべきである。 

 

 

今後の対応 

 

①今後検討する。 

 

 

 

 

評 価 対 象 （２）議決権の行使（第４条） 

評 価 結 果 
①議決権に頼らない議会としての政策実現の方法を検討しなければならな

い。 

 

今後の対応 

 

①今後検討する。 
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評 価 対 象 （３）議員間討議（第５、１３条） 

評 価 結 果 

①議員間討議を通じてまとめた意見を議会全体の意見として市長にぶつけ

るあり方を検討すべきである。 

②先進的な取り組みをしていると評価される福島県会津若松市議会の事例

などを参考に、井原市議会にあったあり方について検討すべきである。 

 

今後の対応 

 

①今後検討する。 

②今後検討する。 

 

 

 

評 価 対 象 （４）質問（第９条） 

評 価 結 果 

①議員の質問力を向上させるためには、議会全体としての取り組みが必要

である。そのためには、他の地方議会の視察、研修会を開催することが

求められる。 

 

今後の対応 

 

① 他市議会の視察及び研修会の開催を検討する。 

 

 

 

 

評 価 対 象 （５）政策評価（第１０条） 

評 価 結 果 

①政策評価については、資料や情報がなく、検証することが困難である。 

 所管事務調査などで取り組むことを検討したらどうか。 

 

 

今後の対応 

 

①今後の課題とする。 

 

 

 

 

⑤総評 

（１） 議会基本条例の評価（第２３条） 

・評価にあたっては、Plan（計画）－Do（実行）－Check（評価）－Action（改善）と

いうＰＤＣＡサイクルを議会運用の流れの中に位置づけることが必要である。その

ためには、「Plan」にあたる「計画」を十分に練りあげておく必要があるが、この点

が課題である。 

（２） 今後の課題 

・「議会機能の強化」は、全国的にみても高いレベルの取り組みであるが、「情報公開」

と「住民参加」の側面が弱い。 

 

 

今後の対応 

 

（１）（２）今後、努力する。 

 

 

 

 

 


